
 

ウェブツールを使用するには？ 

i) インターネットに接続します 

ii) 日本版 2050 低炭素ナビゲーターにアクセスします。URL は次の通り： 

http://www.2050-low-carbon-navi.jp/ 

iii) 「ウェブツール版」の項目における「ウェブツール」アイコンをクリックし、低炭素

ナビゲーターのウェブページを開きます。 

iv) ページ上部にある「社会シナリオ」について 1 から 5 のいずれかのオプションを選択

します。 

v) 「社会シナリオ」の下のバーにある、「エネルギー」、「電力」、「エネルギー安全

保障」、「エネルギーフロー」、「費用」、「共有」のいずれかを選択し、それぞれ

のページへ移動します。 

vi) 各ページの下方にて、レベル 1 から 4 まで（エネルギー供給関連のセクター設定では

レベル 5 まで）のセクター別の項目を選択します。左側にエネルギー需要関連の選択

レバーがあり、右側にはエネルギー供給関連の選択レバーがあります。選択終了後、

各セクターの条件を基に結果が算出され、ウェブページの上部に表示されます。 

vii) ウェブページ上でセクター選択を行った場合（例：「エネルギー」のページを選択）、

その他の「電力」、「エネルギー安全保障」、「エネルギーフロー」、「費用」、「共

有」のページ上でもセクター毎の選択は維持されます。各ページ（例：「電力」のペ

ージ）で変更したオプションは、全ページに反映されます。 

簡易に操作ができるように下記の機能を備えています： 

 「社会シナリオ」およびセクター別シナリオの各項目の左側には ? の記号が表示さ

れています。これをクリックすると、当該セクターやシナリオの説明（PDF 形式）

が現れます。 

 マウスを使ってカーソルをセクター別シナリオのオプション上に移動させると、メッ

セージボックスが現れます。 

例：「エネルギー」ページ中の「電力供給」にあるレベル１の「新規原子力発電

所」上にカーソルを移動させると、「不可：新規原子力発電所なし」という

メッセージが表示されます。 

 セクター別要因の表題にマウスを使ってカーソルを動かすと、当該項目の上部の図に

レベル 1 からレベル 5 までの選択結果が一つずつ現れます。 

例：セクター別要因「新規原子力発電所」にカーソルを置くと、「一次エネルギー供給」の

図にレベル 1 からレベル 5 までのオプションによる結果が順次表示されます。 


